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 2. 産学連携プロジェクトの概要 
 
2.1  従来の授業の産学連携化 
新潟国際情報大学情報文化学部情報システム学科 1 年次前期の必修科目であり、初年次教育に該
当する「基礎演習」では、学科を約 15~20 名からなる複数のクラスに分割し、専任教員が 90 分の授業を 15
回実施している。 
筆者担当のクラスではその一部の時間を使って「国・地域の紹介」という授業を実施してきた。この授業
では、1 つのクラスを 3 つまたは 4 つのグループに分け、各グループは教員が選定した国・地域の資料を収
集し、プレゼンテーション形式で発表を行った。2013 年度までは「本学の留学先」「国旗が似ている国」「親
日国家」などのテーマで国や地域を選定していたが、2014 年度は「地元から気軽に行ける国・地域」という
テーマで、地元空港から直行便が就航しているか、1 回の乗り継ぎで行くことができる地域 X、地域 Y、地







2.2  産学連携先の選定及び事前打ち合わせ 
地域 X、地域 Y、地域 Z に関連する企業として、地元空港から 3 地域に就航している航空会社 A 社(仮
名)と、A 社のパッケージ・ツアーを広く取り扱っている旅行会社 B 社(仮名)を選定した。なお、パッケージ・
ツアーとは、往復の航空便と目的地での宿泊を一体化した旅行商品のことであり、目的地での交通や観
光が付加される場合もある。 







業側にも有益である互恵的(win-win)なプロジェクトを実施すべきであると考えた。そこで、A 社及び B 社の






 企業: 航空会社 A 社、旅行会社 B 社 
 大学: 新潟国際情報大学山下研究室 
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  官公庁: なし 
 金融機関: なし 










図表 1  2014 年度前期 基礎演習 産学連携プロジェクト 
 
No. 授業実施日 授業内容 
1 2014-05-22 (1)グループ分け、(2)チームビルディング 
2 2014-05-29 (1)作文、(2)各地域のイメージ、(3)キーワードの抽出 
3 2014-06-05 調査 
4 2014-06-19 発表資料の作成 
5 2014-06-26 成果発表会の練習 
6 2014-07-03 発表資料の修正 
7 2014-07-10 成果発表会(公開授業) 
 
第 1 回 (1) グループ分け 





第 1 回 (2) チームビルディング 




第 2 回 (1) 作文 
以下の問いについて 15 分で論述する課題を実施した。なお、筆者担当の「基礎演習」の授業では作文
を積極的に採り入れており、その事例については山下(2013)で詳述している。 
問 1. 外国に行ったことがありますか? 
「はい/いいえ」で回答し、「はい」の場合はその場所も回答 
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 問 2. 外国に行ってみたいと思いますか? 
「はい/いいえ」で回答し、「はい」の場合はその場所と理由を、「いいえ」の場合はその理由を述べる 
問 3. 外国に旅行することに、どのような意義があると思いますか。 
問 2 と問 3 を合わせて 200 字以内で論述 
この授業の出席者は 13 名であり、問 1 は「はい」4 名と「いいえ」9 名であった。「はい」のうち 3 名は高校
の修学旅行であり、1 名は幼少時に親の仕事に帯同したものであった。また、X 班の中に地域 X へ行った





第 2 回 (2) 各地域のイメージ 
各班が担当する具体的な地域名を伝え、事前の知識が無い状態で、班内の各学生が当該地域に対し
て持っているイメージを出してもらった。その手順は以下の通りである。 
 各学生に付箋紙を 5 枚配付する。 
 各学生は当該地域に対して持っているイメージを単語あるいは短文で付箋紙に記述する。 
 各班に A3 判の紙を 1 枚配付する。 






第 2 回 (3) キーワードの抽出 
A 社と B 社から提供して頂いた資料(A 社の機内誌、A 社が発行する各地域の案内パンフレット、各地
域の観光協会のパンフレット、B 社の各地域へのパッケージ・ツアーのパンフレット等)を各班に配付し、本























第 7 回: 成果発表会 
成果発表会は公開授業とし、事前に学内で広報して当該授業の履修者以外の学生や教職員等も聴
講できるようにした。その結果、筆者以外が担当する「基礎演習」のうち 3 クラスの教員と学生が聴講し、発
表者も含めて約 60 人が参加する盛況なものとなった。また、A 社と B 社の担当者も招待したが、当日に都
合がつかなかったために不参加となった。 
 




ェクトで発生した追加支出は A 社及び B 社の地元支店を訪問した際の交通費の約千円であった。ま
た、このような産学連携を通して大学と企業が関係を持つことも重要な意義であり、小規模な形で開始
したプロジェクトを、時間をかけて大きく育てていければ理想的である。例えば、A 社及び B 社との連携
を深化させることや、連携対象を 3 地域の観光協会や地元空港にも拡大することが考えられる。 
(2) 学生にとって、実在する航空会社や旅行会社との連携することはこの授業に現実味を与え、「ごっこ遊
び」から脱却できた。 





(4) 同じく 2 番目に挙げた「他国・他地域の異文化理解」については、3 地域のことを詳しく学習することに
より日本との相違点を認識でき、当該地域への理解が高まったといえる。なお、A 社との打ち合わせの
際に「実際に地域 X、地域 Y、地域 Z へ行った後でこのような授業を実施して頂くとより良い成果が得
られる」という要望を頂いたが、現地に行った後で授業に臨んだのは X 班の 1 名のみであった。また、
「研究室やゼミナールで現地への旅行を実施したらどうか」という提案もあったため、3 年次あるいは 4
年次を対象に本プロジェクトを実施することも今後検討すべきである。 
(5) 同じく 3 番目に挙げた「観光産業への関心」については、観光プランを作成することを通じて関心が高
まったといえる。 
(6) 同じく 4 番目に挙げた「地元空港就航路線の認知度向上と、将来の需要喚起」については、地元空港
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